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三木 勉

印
刷
部
数
11
万
2
1
0
0
部

春
の
拡
大
月
間
の
本
部
統
一

行
動
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
全

都
で
は
依
然
と
し
て
目
標
達
成

に
向
け
て
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

5
月
27
日
時
点
で
、
荒
川
、
板

橋
、
渋
谷
、
杉
並
、
多
摩
西
部
、

府
中
国
立
、
日
野
、
西
東
京
の

8
支
部
が
月
間
4
％
目
標
を
達

成
。
残
り
の
支
部
も
ラ
ス
ト
ス

パ
ー
ト
を
か
け
て
い
ま
す
。

首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

の
提
訴
か
ら
ま
る
11
年
を
迎
え
、

5
月
17
日
に
日
比
谷
野
音
で
「
建

設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の
勝
利
、
被

害
者
全
員
救
済
、

全
面
解
決
を
求
め

る
全
国
決
起
集

会
」
を
開
催
し
、

13
県
連
組
合
2
8

0
4
人
（
東
京
土

建
は
1
6
0
2
人
）
が
参
加
し
ま

し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
松
丸
一
雄

統
一
本
部
長（
東
京
土
建
委
員
長
）

は
、
無
念
の
旅
立
ち
を
し
た
原
告

に
黙
祷
を
捧
げ
「
裁
判
で
国
に
10

度
、
企
業
に
5
度
勝
利
し
た
が
、

上
告
し
て
い
る
こ
と
は
断
じ
て
許

せ
な
い
。
被
害
は
続
い
て
い
る
。

ノ
ン
ア
ス
ベ
ス
ト
社
会
を
つ
く
る

た
め
に
建
設
労
働
組
合
と
し
て
全

力
で
た
た
か
う
」
な
ど
と
話
し
ま

し
た
。国
会
か
ら
は
近
藤
昭
一（
立

民
）、
山
添
拓
（
共
産
）
、
福
島
瑞

穂（
社
民
）議
員
が
連
帯
の
挨
拶
、

菅
原
一
秀
（
自
民
）
、
大
島
九
州

男
（
国
民
）
議
員
か
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
、
東
京
原
告
の
宮

島
和
男
さ
ん
は
「
私
は
左
肺
を
切

除
し
た
が
、
勝
利
す
る
ま
で
が
ん

ば
る
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、

参
加
者
は
新
宿
、

秋
葉
原
、
新
橋
で

宣
伝
行
動
。
東
京

の
仲
間
た
ち
は
新

宿
へ
。

遺
族
原
告
の
小
俣
祐
美
子
（
故

小
俣
栄
一
さ
ん
の
娘
）さ
ん
は「
11

年
経
っ
て
も
こ
れ
だ
け
多
く
の
人

が
集
ま
っ
て
く
れ
て
勇
気
づ
け
ら

れ
ま
す
。が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

杉
並
支
部
は
5
月
16
日
に
4
％

の
支
部
目
標
を
達
成
、
5
月
21
日

時
点
で
、
3
分
会
が
目
標
を
ク
リ

ア
し
ま
し
た
。

4
0
0
人
を
超
え
る
支
部
最
大

の
泉
南
分
会
は
す
で
に
2
人
超
過

し
て
い
ま
し
た
が
、
5
月
21
日
は

金
子
組
織
部
長
を
先
頭
に
支
部
役

員
の
浅
田
副
委
員
長
、
佐
藤
常
任

と
山
上
書
記
で
昼
間
の
事
業
所
訪

問
を
実
施
。
こ
の
春
の
月
間
で
は

2
回
目
と
な
る
事
業
所
訪
問
行
動

で
す
。

風
も
強
く
今
年
一
番
の
大
雨
が

降
る
中
、
事
業
所
に
向
か
う
車
中

で
は
「
雨
な
の
で
事
務
所
に
い
る

仲
間
が
多
い
の
で
は
」
と
の
期
待

も
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
い
に
く
留

守
が
続
き
ま
す
。
よ
う
や
く
Ｒ
建

設
の
吉
田
さ
ん
（
と
び
）
と
会
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
吉
田
さ
ん

の
会
社
で
は
春
に
2
人
加
入
。
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
チ
ラ
シ
を
説
明
し
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
参
加
を
訴
え
ま

し
た
。
吉
田
さ
ん
は
沖
縄
出
身
、

浅
田
さ
ん
は
「
分
会
に
も
沖
縄
出

身
の
仲
間
が
い
ま
す
。
ぜ
ひ
分
会

に
来
て
交
流
を
」
と
話
が
弾
み
ま

し
た
。

こ
れ
で
流
れ
が
変
わ
っ
た
の

か
、
次
に
訪
問
を
し
た
Ｍ
社
の
松

澤
さ
ん
（
基
礎
工
事
）
も
在
宅
、

娘
さ
ん
が
ダ
ン
プ
の
免
許
も
取
っ

て
、
組
合
に
加
入
す
る
と
い
う
う

れ
し
い
情
報
を
も
ら
い
、
こ
れ
で

超
過
3
人
で
す
。

「
こ
の
月
間
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
チ

ラ
シ
で
対
話
が
進
み
ま
し
た
。
日

曜
行
動
で
は
11
人
が
参
加
し
て
、

50
軒
を
訪
問
、
対
話
し
ま
し
た
」

と
話
す
金
子
さ
ん
。
目
標
達
成
後

も
勢
い
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。

【
多
摩
西
部
・
書
記
・
小
笠
原

一
樹
記
】
拡
大
出
陣
式
を
75
人
の

持
ち
寄
り
で
開
催
、
好
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
多
摩
西
部
支
部
の
春
の

拡
大
月
間
は
、
事
業
所
の
新
入
社

員
や
講
習
会
受
講
、
仲
間
の
声
掛

け
活
動
で
成
果
へ
結
び
つ
き
、
目

標
達
成
し
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
ダ

ッ
シ
ュ
が
で
き
た
要
因
は
春
一
番

拡
大
の
と
き
か
ら
、
税
金
相
談
者

へ
労
災
加
入
や
組
合
の
メ
リ
ッ

ト
、
資
格
講
習
を
材
料
に
声
掛
け

が
で
き
た
こ
と
で
す
。

月
間
本
番
で
は
、
群
三
役
以
上

を
対
象
と
し
た
新
年
度
役
員
学
習

会
を
〇
×
ク
イ
ズ
形
式
の
メ
リ
ッ

ト
学
習
で
、
自
ら
考
え
て
も
ら
う

参
加
型
学
習
会
と
し
ま
し
た
。
ま

た
後
半
戦
に
向
け
て
、
分
会
セ
ン

タ
ー
へ
大
勢
の
仲
間
を
迎
え
る
取

り
組
み
と
し
て
、
「
学
習
会
参
加

者
全
員
が
大
型
連
休
中
に
群
の
仲

間
を
1
人
以
上
訪
問
し
、
日
曜
行

動
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
持
参
す
る
」

方
針
を
提
起
し
ま
し
た
。
こ
の
取

り
組
み
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
対

象
者
掘
り
起
し
と
日
曜
行
動
参
加

者
の
増
加
を
勝
ち
取
る
事
が
で

き
、
後
半
戦
で
も
成
果
を
積
み
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

夏
以
降
も
継
続
し
て
取
り
組
む

と
同
時
に
、
後
継
者
が
分
会
へ
根

付
く
運
動
を
拡
げ
て
い
き
ま
す
。

■
「
最
賃
が
全

国
一
律
で
1
5
0

0
円
に
な
っ
た
ら

何
が
し
た
い
か
」。

全
労
連
の
街
頭
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
旅
行
や
食
事

と
い
っ
た
回
答
が
多
か
っ
た
と

い
う
。
1
0
0
0
円
に
満
た
な

い
最
賃
で
は
と
て
も
余
裕
が
な

い
と
い
う
こ
と
だ
。
時
給
1
5

0
0
円
に
な
れ
ば
月
収
24
万
円

ぐ
ら
い
に
な
る
。
こ
れ
な
ら
地

元
に
帰
っ
て
働
く
こ
と
も
考
え

る
と
い
う
回
答
も
6
割
近
く
あ

っ
た
そ
う
だ
。

■
英
国
で
は
生
産
性
を
上
げ

て
か
ら
最
賃
を
引
き
上
げ
る
と

い
う
発
想
を
逆
転
し
、
1
9
9

9
年
に
最
賃
制
度
を
導
入
後
、

毎
年
平
均
約
4
％
の
引
き
上
げ

で
最
賃
額
は
2
・
2
倍
に
上
昇
、

生
産
性
も
1
・
7
倍
に
伸
び
た

と
、
自
民
党
の
「
最
低
賃
金
一

元
化
推
進
議
員
連
盟
」
発
足
集

会
で
報
告
さ
れ
た
。
日
弁
連
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
一
昨
年

か
ら
最
賃
を
大
幅
に
引
き
上
げ

た
韓
国
は
、
中
小
零
細
企
業
へ

の
賃
金
の
一
部
補
て
ん
や
社
会

保
険
料
の
事
業
主
負
担
の
減
免

な
ど
行
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に

全
国
一
律
の
現
行
最
賃
に
上
乗

せ
す
る
、
地
域
別
の
生
活
賃
金

を
条
例
で
設
定
す
る
方
向
が
模

索
さ
れ
て
い
る
と
紹
介
し
た
。

■
山
口
県
地
方
最
賃
審
公
益

委
員
の
松
田
弘
子
弁
護
士
は
、

最
賃
審
議
が
地
方
の
実
情
を
見

ず
に
、
も
っ
と
も
ら
し
い
理
屈

を
つ
け
て
数
字
を
決
め
て
い
る

と
批
判
し
て
い
る
。
労
働
者
が

ま
と
も
に
暮
ら
し
て
い
く
た

め
、
全
国
一
律
1
0
0
0
円
に

今
す
ぐ
引
き
上
げ
る
と
同
時

に
、
中
小
零
細
企
業
に
手
厚
い

支
援
を
実
施
す
べ
き
だ
ろ
う
。

達
成
し
て
も
勢
い
止
め
ず

杉並

泉
南
は
Ｑ
Ｒ
チ
ラ
シ
使
い
対
話

多摩西部

参
加
型
学
習
会
で

後
半
戦
も
成
果
積
み
上
げ

沖縄出身の吉田さん（左）と話が弾む奥から
金子分会組織部長、浅田副委員長、佐藤常任

〇×クイズで組合のメリット学習を深めた

集会終了後に新宿西口駅頭で全面解決を訴え
る東京の遺族原告と支援する仲間たち

国
、メ
ー
カ
ー
の
上
告
は
許
せ
な
い

憲
法
９
条
は

変
え
さ
せ
な
い

全
面
解
決
へ
力
尽
く
す

9
条
の
会
東
京
連
絡
会
が
集
会

を
開
催
。
渡
辺
治
一
橋
大
学
名
誉

教
授
の
講
演
と
松
元
ヒ
ロ
さ
ん
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
安
倍
政
治
に

ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ま
す
。
【
日
時

と
場
所
】
6
月
12
日
、
18
時
30
分

開
会
。
中
野
ゼ
ロ
大
ホ
ー
ル
。

ノ
ン
ア
ス
ベ
ス
ト
社
会
へ
全
国
決
起
集
会

ノ
ン
ア
ス
ベ
ス
ト
社
会
へ
全
国
決
起
集
会


